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自己紹介
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名前

所属

経歴

課外活動

教育

研究

吉田拓暉

理学院物理学系物理学コース D2

学士・修士課程とも東工大
修士課程半年早期卒業

学勢調査学生スタッフ(B1～現在)

力学、電磁気学、物理数学のTA

物性物理の理論 トポロジカル物性



話の内容

1. 修士課程での学修・授業・研究
2. お金の話

• 修士課程（奨学金、TA・RA、授業料免除）
• 博士後期課程（学振、本学の博士支援、卓越教育院）
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大学院の学修スケジュール・
授業・
研究生活
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学修スケジュール・授業
物理学系の修了要件（c.f. 各コースの学修案内）：

1. トータルで30単位以上の取得
2. コロキウム2単位、講究4単位、物理学コース演習8単位含め、物理関連で23単位
3. 文系教養3単位、アントレプレナーシップ2単位
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M1 M2

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

物 5

文系1

物 3

文系1

アントレ 2 (物理系科目)

文系1
(集中講義)

アントレ 1 
(物 海外学会)

コロキ 1 コロキ 1

物 2
物 1

(海外学会)
物 1

(集中講義)
物 1

(集中講義)

メッセージ：
• 修士課程の授業は多くない
• 集中講義をうまく使おう！
• 共通のアントレプレナーシップ科目

は専門の授業で代替可能
（ダブルカウントは不可）

研究室での活動
（ゼミ・輪講・研究）
で取得



研究生活
分野・研究室依存性が非常に高い（実験系は長時間拘束になりがち）
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メッセージ：
• 研究室以外でも友達を持とう！

（一緒にご飯食べる程度でok. イベントや授業などでコネを持っておく）
• 定期的に体を動かそう
• 時には休養も必要
• カウンセリング窓口の積極的利用

悩みは様々...
• 研究室の学生or教授とノリが合わない
• 研究室の人間関係が密・疎すぎる
• 他のメンバーに比べて自分だけ進捗が良くない etc...
→ 精神的に参ってしまうことも



博士進学 or 就職？
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M1 M2

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

新生活 ＆
授業で忙しい

就活

研究に
本腰

博士後期課程に進学するなら「学振」の申請
→ここまでに研究成果が欲しいところ

研究に
本腰

メッセージ：
決心は早い方が楽。M1の夏ごろ目安に博士進学 or 就職に目途をつける



お金の話
～金銭的余裕は心の余裕～

7



奨学金
JASSO (日本学生支援機構)と民間財団に大別される
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JASSO
第一種（無利子）と
第二種（有利子）の貸与型奨学金
→ 以下のもので返済免除も！

1. 論文
2. 著作物
3. 発明

4. 授業の成績
5. 教育・研究補助 etc...
（重要視される順）

メッセージ：
JASSOで借りるなら
1. 研究を頑張って論文や学会発表をこなす
2. 授業で好成績
3. TA・RA等(後述)で教育に貢献 で返済免除を目指す！



奨学金： 民間財団
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• 貸与（要返済）と給与（返済不要）の2種類
• 応募は「大学推薦」と「直接応募」の2種類

• 大学推薦は通りやすいが、併願不可
• 重複受給できるものも
• 推薦書が必要なことが多い
• 4月上旬～5月〆切のものが多い

メッセージ：
• 要件などの詳細を確認してリスト化すると〇
• 〆切が近いので早め早めの行動を！



TA・RA

10

TA (Teaching Assistant): 
• 授業を行う教員の補佐業務
• 内容は主に出欠の確認や、採点補佐、授業進行補佐
• 業務が重いか軽いかは完全に科目に依存（要精査）
• 1Q（2か月程度）で数万円～10万円強

RA (Research Assistant):
• 教員の研究補助業務
• 研究室によってはRA制度自体が存在しない

Ex) 物理学系の演習授業のTA
• 演習授業(30人強のクラス

を1人で進行)
• 授業前後の質問対応

• レポート採点
Ex2) 英語の授業のTA
• 出席記録

JASSOの返済免除にカウントされる



授業料免除
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• 家計状況
• 成績
に基づいて免除の可能性あり（家計基準は目安。半額免除の可能性）

メッセージ：
• 経済的に厳しければ、可能性に賭けて申請してみる
• 〆切はぜっったい厳守！！！



博士後期課程のお金の話
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日本学術振興会 特別研究員 DC1,2 (通称：学振DC1,2)
• 月20万円＋研究費
• 倍率はおおよそ5倍
• DC1,2それぞれM2,D1の5月に出願締め切り

本学の博士支援 （学振と併給不可）
• 総合知と癒しの次世代フロントランナー育成プログラム

(Science Tokyo SPRING、月18万円＋研究費年30万円）
• トップレベルAI 研究のための共創型エキスパート人材育成プログラム

(Science Tokyo BOOST、月30万円＋研究費年30万円)

なぜ今、博士課程でのお金の話？
M1の初めの時点で既に進学 or 就職を意識しないといけないから！



卓越大学院
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• 研究して、授業に取り組んでお金をもらおう
• ５年一貫の博士課程学位プログラム

（なのにお金もらえるのは博士から...） 一部例外あり
• 学振等に上乗せで受給が可能

物質・情報卓越コース 超スマート社会卓越教育院
(SSS)

エネルギー・情報卓越教育院
(ISE)

正確な情報は各HP
や

説明会へ！

• 博士含む5年で、
必修20単位＋審査

• D1から約14万/月
• 物質理工学院に多い

イメージ

• 博士含む5年で、
必修10単位＋審査

• D1から上限200万
/年

• 工学院に多いイ
メージ

• 博士含む5年で、
必修16単位＋審査

• D1から上限185万/年
• 物質理工学院に多い

イメージ



まとめ（メッセージ）
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• 集中講義等を使って授業と研究のバランスを取ろう
• 友人の存在と安定収入は心の余裕につながる
• TA・RAをやって研究をしっかりするならJASSOはアリ
• 博士進学を考えるためにもお金関連に目を向けていこう
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